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フィリアの会の使命
　相模原障がい者施設襲撃事件は大きな衝撃
でした。被害者とそのご家族の無念を思うとか
ける言葉が見つかりません。この尊い犠牲を無
駄にしないことが、フィリアの会の使命でもあ
ると思います。
　この事件の犯行動機は、「障がい者は不幸し
かつくらない」というものでした。起きたことが
大事なので、衝撃的なニュースとして報道され
ています。しかし、この問題を冷静に分析する
ならば、この言葉は根が深く、理想やきれいご
とでは否定できないものだと思います。
　殺人に至ることはないにしろ、私たち自身
が、知らぬ間に偏見や差別を助長するような空
気をつくることに手を貸てはいないでしょう
か？今回は紙面の都合で障がいを持たない方
向けに書きますが、あなたは障がいを持つ人
をかわいそうだと思ったことはありませんか？
それは自然に起こる感情だと思います。
　弱いものを憐れむ慈しみの心は尊いもので
す。しかし、見方を変えると非常に残酷な考えに
もなります。裏を返せば障がい者は不幸だから
かわいそうという固定観念があるからです。
　この固定観念に囚われると、すべて障がいを

持つ人は、無条件でかわいそうな人になってし
まいます。確かに不利益をこうむることは多い
かもしれませんが、それはその人の一面に過ぎ
ません。障がいがあるから必ずしも不幸でかわ
いそうとは限りません。不幸と思えばだれでも
不幸になるのです。幸か不幸かは周りが決める
ことではなく、その人が決めることです。
　また、憐れむ者と、憐れみを受ける者という
一方的な関係を固定化させ、上下関係のような
見えない壁をつくってしまいます。これはお互
いの関係を深める妨げになります。やがてこれ
は悪意なき無意識の偏見や差別につながる可
能性があります。
人間は一度わかったつもりになると、それ以上
は知ろうとしなくなるものです。こうして無知の
闇に陥ってしまうのです。
　人間には残念ながら無知の闇に陥りやすい
弱さがあり、誰でも偏見や差別をする危険性が
あることを認めて、この前提に立ってこの問題に
向き合いたいと思います。偏見や差別は外から
入るものではなく、内から出てくるものです。
　偏見や差別につながる固定観念を注意深く
避けたいと思います。障がい者に同情してはい

けないということではありません。むしろそれを
障がい者に近づくきっかけにして、その関わり
を続けて欲しいと思います。それが障がい者の
良き理解者、友人となる道であり、偏見や差別
が社会を席巻することを遠ざける方法だと思
います。
　障がい者の側も周りの空気に飲まれて、障が
いがあるから不幸だと思い込まないようにした
いと思います。そして、「私たちはここで生きて
いるぞ」と発信することが必要だと思います。こ

れは障がい者の問題に限ったことではありま
せん。あらゆる問題の根底には同じようなこと
が潜んでいるように思います。
　この問題は障がい者だけでは解決できませ
ん。色んな仲間と一緒に向き合わなければなり
ません。障がい者の存在価値、幸せを具体的に
示し、偏見や差別の芽を摘むのは、私たちフィ
リアの会の使命でもあります。
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人は一人では生きられません。人はみな、お互いに助け合い、生か
し合っています。障がい者はこのことを忘れないように存在するの
かもしれません。障がい者が元気なら、その地域が元気な証拠で
す。人の輪があるのです。私たちはこの地域の福祉に消えることの
ない希望の炎を灯すため活動しています。
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活動報告 今後の予定

総会 秀武館寄付金受領
きーぼー市
臨時理事会

9（土）
23（土）
30（土）

4月

2017

臨時総会＆理事会
薩摩芋パーティー

12（土）11月

第4回クリスマス交流会10（土）12月

新年会＆理事会7（土）1月

理事会11（土）2月

理事会11（土）3月

新年度総会8（土）4月

事務会議
理事会

2（土）
14（土）5月

ハートフルまつり
理事会　カレーパーティー
安城ホームニュース取材

3（日）
9（土）
22（木）

7月

～7（日）安城七夕まつり
わははハンディーズ制作会議
安城ホームニュース記事掲載

5（金）
11（木）
27（土）

8月

福祉まつり準備
福祉まつり
蕗の薹見学 理事会
きーぼー市

1（土）
2（日）
8（土）
22（土）

10月

中日新聞取材
理事会  中日新聞写真撮影
中日新聞記事掲載
第5回フィリアフェスティバル
デンソー西尾わくわくホリデー
湯浅さん打ち合わせ
わははハンディーズ制作会議
福祉まつり打ち合わせ

1（木）
3（木）
6（火）
10（土）
11（日）
17（土）
19（月）
29（木）

9月

ハートフルまつり打ち合わせ
理事会 わははハンディーズ制作会議
わははハンディーズ制作会議
ハートフルまつり打ち合わせ

9（木）
11（土）
25（土）
30（木）

6月
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総会

きーぼー市

ハートフルまつり

七夕
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寄付金報告

太田眞弓様、内田けさよ様、北野谷きよみ様、清水紀子様、高田洋子様、鈴木亮様、

川西道子様、徳武産業様、デンソー善明製作所様、秀武館様

一般寄付（総会、きーぼー市、デンソーハートフルまつり、七夕まつり、フィリアフェス）

128,451円

※順不同、匿名希望の方以外の方のお名前を掲載してあります。

寄付総額
ご寄付いただき、

ありがとうございました。

フィリアフェス

わくわくホリデー

福祉まつり



安城ホームニュース記事掲載
（2016年8月27日）

新聞掲載

中日新聞（西三河版）記事掲載
（2016年9月6日）
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ポエム

そんなのあたりまえ
と何も考えずに
つい言ってしまう

ぼくにとって
あたりまえは
ご飯を食べること
学校に行くこと
自転車に乗って
あちこち自由に走ること
サッカーをやること
ゲームをやること
お風呂に入ること

いつも普通に
やっていることばかり

でもあるとき
これができることが
あたりまえなのか
とふと思った

夏休みに参加した
ボランティア活動
ゴツムリ君に出会った

ゴツムリ君は
小さい頃に
筋ジストロフィーという
病気にかかり
手足はもちろん
身体中の筋肉が衰えて
動かせなくなっている
二十歳までは
生きられないかもしれないと
言われていた

そう
あたりまえのことが
できないんだ
やりたくても
自分では
何もできない

ぼくは
張りつめていたいとを
プチっと切られたような
気持ちになった 

あたりまえ
これは
身体が健康であってこそ
できること

まずは
家族に感謝することから
はじめよう

あたりまえ

あたりまえ 西尾市立福地中学校2年　北野谷 篤

　彼とはあまり言葉は交わしませんでしたが、こんなことまで感じていたんだと驚きまし
た。今回の気づきを少しでもこれからの生活に生かしてくれることを望みます。また、こ
のポエムを読んで、自分も原点回帰しなくてはと思わされました。
　自分を含め障害を持つ人たちを特別視するつもりはありませんが、障がい者という存
在が周りの人に与える影響は思いもよらない価値があるものに思います。机の上で勉強
しても得られない学びが、障がい者と関わることで得られるとしたら、障がい者を排除し
てしまったら、大きな損失になると思います。

ゴツムリくん（本田桂吾）より


